
前年度より０．３％下降し 朽配水管の更新も計画的に行う。また、漏水防止対策として漏

た原因として漏水等の増加が考えらるため積極的な漏水防止に 水調査による地下漏水の早期発見・修理を継続的かつ積極的に

努めることが必要。また、耐用年数を過ぎた配水管の耐震化は 実施し、さらに漏水の多い私道に配水管を布設することで、漏

急務であり、これを促進することで漏水対策にも繋がる。直結 水量の減少を図り有効率の向上を目指す。直結給水については

給水率においては、前年度より０．７％上昇したが、今後も直 、新設や既設建物の所有者等に対し啓発を積極的に行い直結給

結給水の普及拡大に努める。 水の範囲を拡大する。

水道事業中期経営計画に基づき配水管更新等を行い、耐震化率を向上させた。また、浄水場

施設及び設備の更新も計画どおり行った。有効率については前年度に比べ０．３ポイント下

Ｂ
降したが、今後も積極的な漏水対策を継続して行っていく必要がある。直結給水率について

は、着実に前年度より伸びている。

水道ビジョン2014（改訂版）の実行計画として策定した水道事業中期経営計画に基づき、浄

水場施設及び設備の更新、基幹管路の耐震化や老朽管の更新を継続していく。また、中長期

→ に亘る更新計画であるが、人員・予算は現状維持をしながら、浄水場施設等の更新が本格化

する段階で拡大していく必要がある。

水道ビジョン2014（改訂版）及び水道事業中期経営計画に基づき、水道施設の更新を継続的に実施し災害に強い水道施設の充実に取り組ん

でいる。また、上下水道事業包括委託により業務の効率化にも努めている。今後も、水道施設の更新を着実に実施することで更なる水道基

盤強化を図り、安全で安定的な水道水の供給を行っていく。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和元年 5月30日 作成者名 山碕　康之 評価者名 石橋　功吏
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○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

05 快適で過ごしやすいまち 上下水道部・水道施設課

07 上下水道 上下水道部・上下水道経営課
上下水道部・下水道施設課

62 上水道の充実

　災害に強い水道施設を整備することによって、市民がいつでも安心して水道水が飲めるようにします。

配水管更新事業

配水管布設事業

浄水場施設改良事業

管路の耐震化率 管路総延長のうち、耐震管延長が占め
％ 52.6 50.4 50.7 50.8 51.2

る割合
有効率 有効に使用された水量（メーター水量

％ 97.8 95.6 94.8 96.3 96
、事業用水量など）の割合

直結給水率 配水管から直接給水している建物件数
％ 62 58.3 65.6 66.1 66.8

の割合

本市の基幹管路として位置づけている配水管の耐震化、老朽配水管の更新による耐震化及び浄水場施設更新を行
い、災害に強い水道をめざし安定給水の強化を図った。

　浄水場施設の更新率は５０％に満たない状況である。また、 　水道事業中期経営計画に基づき、避難所や救急病院に給水す

災害時の避難所・病院などに給水する基幹配水管の耐震化も完 るルートをループ化し基幹管路の耐震化を進めるとともに、老

了していない。有効率においては、
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